








　「保育」という言葉自体は「養護」と「教育」を指しています。「養護」はいわゆる「ケア」の部分にあたります
ので、食事や排泄などの自立に対するケアなのです。一方「教育」は、小学校入学前に、学びたいという意欲
を育てる部分に当たります。意欲的に活動するとか、充実して遊び込むとか、そういったことができるように
していくことです。その前提として、子どもたちの情緒が安定して生活できるということがあります。私が一
時預かりで抽出したいのは、保育者がどのように子どもたちを情緒の安定に導くのかというスキルの部分
です。保育者の社会的な地位が低く見られがちというのは、今まで、保育者の仕事の素晴らしさや、スキル
の必要性が可視化されていなかったことが大きな要因であると思っています。だからこそ、保育者の質や専
門性を可視化させようという動きが保育界全体であります。
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